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	【】（運動場での朝礼がすむと）　次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。　　　　　[中学・塾用ワープロデータ教材]
	【】（夕暮れ近い教室で）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（もうほかにないかな）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（試験ならば即座に）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（ひよどりがわなにかかってるぞ）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（バッタ欲しい者いないか）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（自分で飛び込む）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（ぼくらは先生に連れられて、臨海学校へ出かけた）
	【】（羊の家の近くに）
	【】（私たちの村には）
	【】（遠くから見ると診療所は）
	【】（ぼくの画塾に入ってきた太郎は）
	【】（子どもたち全員と学校の裏手の雑木山に出かけました）
	【】（冬の、ある土曜日の夕方です）
	【】（日曜だった。碧郎は朝から出かけて）
	【】（私は、世にも珍しいことをやってのけたことがある）
	【】（ちょっとした感情の衝突がこじれて）
	【】（中はどうひいき目にみても）
	【】（夜明けからかけすが鳴き騒いでいる）
	【】（越後の春日を経て今津へ出る道を）
	【】（泥の下のこと考えたら）
	【】（一匹のウスバシロチョウが）
	【随筆人生】
	【】（ぼくは毎年、秋もおそくなって）
	【】（ゆうべ、私は、仕事が手につかぬままに）

	【随筆家族】
	【】（晩年、父が婦人雑誌の詩の選をしていたときだった）次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。
	【】（お前たちの母上の遺言書の中で）
	【】（小さいころ、母はよく、谷の奥へ私を連れていって）

	【随筆社会】
	【】（仲間は働いているのに）
	【】（国鉄電車も、十一時に近くなると）

	【随筆自然】
	【】（ケヤキの美しいのは）
	【】（私は今住んでいる熱海の住まいの）
	【】（母から聞いた昔の生け花の話である）
	【】（私は庭の木を眺めている）
	【】（私はよく旅行をするほうで）
	【】（海を見つめていると）

	【随筆動物】
	【】（小ねこを二匹もらった）
	【】（孤独のゴリラとして知られているザーク）
	【】（私はなにかにつけて大塚さんのまねをした）
	【】（今年のお正月は）
	【】（Ａ海がそばへ来る････たいへんだ）

	【論説人生】
	【】（幸福については二つの考え方がある）
	【】（悲しみは長く喜びは短い）
	【】（人生の意味なら）
	【】（いかにも平凡な、ありふれた感想でありながら）

	【論説思索】
	【】（毎年、暮れになると）
	【】（言葉は知っているがその実物を知らない）
	【】（「ことばを知らないから」文章が書けないと言う人がいる）
	【】（酒を造るには）
	【】（読書の方法として、多読がいいか、精読がいいか）
	【】（このごろは“知的生活”が流行している）
	【】（読書家とか、読書法とかいう言葉があり）

	【論説文化】
	【】（ああ、日本人は何と幸福な民族であったことだろう）
	【】（数年前のことになるが）
	【】（西洋では、あなたの育った生活圏では）
	【】（竹は、ヨーロッパの絵画にえがかれたことがない）
	【】（ことしも読書週間が始まった）
	【】（私たち人間が知識を得る方法は）
	【】（読書は人生においてどのような位置を占めるであろうか）
	【】（紐を結べない子どもがふえた）
	【】（何となく感じられることだが）
	【】（近ごろの観光旅行はたいそう便利になって）
	【】（最近、「手づくりの味」ということが盛んに評価されている）

	【論説社会】
	【】（若い日の友だちこそ生涯の友だ）
	【】（人間どうしのつきあいは）

	【論説自然】
	【】（少年のころの桜はもっと長く咲いていた感じだが）
	【】（春が過ぎてから夏になり）
	【】（人間は確かに万物の霊長である）
	【】（人間を写生するとき）

	【論説科学】
	【】（私たちは科学というものに対して）
	【】（「科学的」とはすじみちにしたがってものごとを考えていくこと）
	【】（山崩れがあって、人が死んだというような場合に）
	【】（最近、中国の登山隊が）
	【】（動物のすみかは）
	【】（樹木は、切られたとき第一の生を断つが）
	【】（凧の歴史をひもとくと）


